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21 世紀に入ってから、アジア民衆史研究会は、活動スタイルの点でも追求する
テーマの点でも、一つの大きな軌道を走っている。2005 年度もその軌道の上で歩
を進める努力を重ねた。

活動スタイルでは、ワーキンググループの定期的な勉強会によってシンポジウ
ムの準備を行い、年間の研究の方向を明確にし、シンポジウムの冒頭では個別の
報告に入る前に、かならず趣意書を音読して討議し、会全体としての問題意識の
共有をはかってきた。この方法は、趣旨の浸透、議論の蓄積という点で長所があり、
またワーキンググループに若手の研究者を集める求心力の効果ももたらし、会活
動を安定させている。

そうした蓄積が進むなかで、この研究会が当初持っていた研究の国際交流も、
初期の精神を受け継ぎながら、より組織的持続的な交流を実現する方向への軌道
が設定された。それは、若手研究者を重視した研究の国際的ネットワークづくりと、
具体的な報告・討論の場の設定である。この活動は、立ち上げの段階であるため、
全会の共有にはなりきれていないが、早晩規模の大きい形で国際シンポを開催で
きる見込みを確実にしている。

本論集は、2005 年度の研究活動の成果を収録したものである。研究活動の大き
な軌道は、2001 年度以来の「東アジアにおける民衆の世界観」の追求であり、今
年度も、「人々の空間・時間・人間に関わる意識の総体」である世界観を角度を変
えて検討してきた。

人々は、生活する家・村町などの日常的な空間から、国家・アジア・世界・宇
宙などに至る三次元的な場に、身体的に精神的に居住し、自己の行為を規定され
ながら、逆に生活・活動の時間を過程的に体験することを通じて所与の空間認識
を主体的に変えていく。われわれは、その相互関係をとらえることに努めてきた。

2005 年度は、その大きなプランのもとで、「語り」に着目した。民衆の世界観
がどのように創られるかという過程を考えると、それぞれの生存の場で外から与
えられた通念的な枠組みで事物・出来事を認識するが、その通念は他からの「語り」
の受容によって形成される。民衆は、自分の耳目にはいった情報で認識を構成し
ていくが、受け身だけではなく、「語る」主体となって周囲の認識を左右していく。

序文



「語り」には口頭の行為もあるが、文字や画像もまた「語り」の媒体である。とく
に口頭の「語り」は、民衆を正誤の認識にも導くが、認識形成のもっとも活発な
主体ともなる。なぜなら、流言飛語とされるものの多くは民衆間の「語る」行為
の連鎖で拡大するものだからである。そうした民衆社会の「語り」を重ねる特性
を利用する支配集団、運動集団からの組織的な情報宣伝が行われることはいうま
でもない。しかし、取り込まれ利用される面だけを見るのは、適切ではない。

こうした「語り」の機能と歴史像形成の関係について、民衆が世界観を形成す
る契機の重要な要素であり、民衆がもっとも主体的に関与する活動領域でもある
という観点から、民衆史研究の方法として積極的に取り組んでいきたい。本論集
からそうした熱意を汲み取っていただくことを希望したい。

会員・読者からの忌憚のないご批判と、同時に、会活動へのご参加を期待したい。

 

2006 年 5月 1日

アジア民衆史研究会代表 　 安在邦夫  深 谷 克 己
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ウェスタンインパクトはいかに語られたか

 ─東アジアにおける民衆の世界観（5）

アジア民衆史研究会では 2001 年度以来、中長期的なテーマとして「東アジア
における民衆の世界観」を掲げている。空間・時間・人間に関わる意識総体を <
世界観 >として把握し、そこからアジア地域における民衆の主体形成の問題を検
討することを課題としている。

このテーマのもと、2001 年度は民衆の <世界観 >の一側面として「君主観」の
問題を取り上げ、続いて 2002 ～ 2004 年度は、「他者をめぐる空間認識」の問題
を取り上げた。民衆は自らの所属している空間をどのように認識しているのか、
という問題意識のもと、2002 年度は大きく視野を広げ自己と他者との関係の中
における空間認識を検討した。さらに 2003 年度には特に権力関係の中での空間
認識の問題を検討し、支配層と民衆との認識のズレの問題について検討すること
が出来た。また、「境界」というものがアプリオリに存在するのではなく、「他者」
との出会いを通じて形成されていくものであること等についても、幅広い議論を
することが出来た。2004 年度においては、移動の結果として起こる接触という場
面から、どのような世界観が形成され、ないしは変容をとげたのかという問題を
とりあげ、直接的には国家を意識していない民衆独自の空間認識の検討を試みた。

しかし、議論においては、世界観が民衆の行為を拘束する既存の認識枠組みと
して第一義的に意識され、民衆それぞれの行為によってそれが創出ないし変容し、
あらたな実践の前提となっていくということが看過されがちであった。さらに、
議論を続けていくうちに、世界観なかんずく空間認識について、それぞれの報告
が興味深い指摘をしているものの、それらが有機的に関連しあって、「アジア」全
体を問題にした提起が十分なされていないという反省が生じた。

そこで、本年度は、世界観を創出する行為としての <語り >に注目して、民衆
の世界観を考えていきたい。今までの歴史学は、いかに正確に情報が伝達された
のかということに重きを置いてきた。一方で、<語る > という行為に着目した研
究も表れてきている。このようだ動向をふまえて、アジア民衆史研究会としては、
いままで十分方法的に把握されてこなかった流言飛語なども意識的にとりあげ、
必ずしも正確ではなく整理もされていない民衆のきれぎれの <語り >を検討する

趣旨文
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ことで、民衆がどのように主体的に世界観を創出し変容していったのかというこ
とにせまっていきたい。

その上で、この民衆の <語る >という行為を検討する対象として、東アジア地
域の民衆のある種の共有された基礎経験であり、まさに彼らの世界観の前提となっ
たというべきウェスタンインパクトをとりあげる。アジア民衆史研究会では民衆
がウェスタンインパクトをどのように語ったのかということを通じて、民衆が世
界観をどのように創出し変容していったのかという問題を考えていくことにした
い。

文 責 : 中 嶋 久 人  

（アジア民衆史研究会ワーキンググループ）



89  

■　アジア民衆史研究会では随時入会を受け付けています

会費は、下記の通りA会員・B会員の 2種類があります。

 A会員 : 年 2回の会報送付  
 B 会員 : 年 2回の会報送付および年 1回の論集送付

尚、当研究会の会計年度は、4月から翌年 3月までとなっています。

また、会の財政上、寄附金 (1 口 1000 円 ) も承っております。会の趣旨にご理
解を頂き、是非ともご援助を賜りたくお願い申し上げます。個人・団体共に非会
員の形で御寄附を頂いた場合は、会員同様本会活動のご案内を 1年間お知らせい
たします。

■　入会の方法

メールによるお申し込みの場合は、お名前・ご住所・メールアドレス・電話番号・
ご所属・専門分野・A会員 /B会員どちらかを明記の上、

popular.history.in.asia@gmail.com（事務局：佐野）

までご連絡ください。おり返し会費振込用紙などをお送りいたします。

■　Webサイトをご覧ください

当研究会のWebサイトでは、入会のご案内、研究会のお知らせおよび年間スケ
ジュール、過去に出版した論集の詳細、会報目次などの情報を掲載しています。

http://www.waseda.jp/assoc-asia/

入会のご案内
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